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令和２年まちづくり懇談会 顛末書 
 

開催日時 令和 2年 2月 14日（金）16:00 ～ 17:38 

会  場 新ひだか町役場静内庁舎 

自治会名 未開催自治会 

出 席 者 【町側】 

大野町長、本庄副町長、髙野教育長、坂総務部長、岩渕総務部参事監、 

米田住民福祉部長、渡辺健康生活部長、藤沢健康生活部参事監、 

酒井建設部長、木村農林水産部長、上田教育部長、木村地域振興部長、 

渡辺医療介護対策室主幹、柴田企画課長、村岡企画課主幹、田中企画課主査、 

田中企画課主事 16人 

【自治会側】 

30人（男性 27人、女性 3人）のほか町議会議員 5人、報道 1人 

 
≪顛末内容≫ 

主   な   内   容 

開  会 柴田企画課長 16:00～ 

町長挨拶 大野町長 

 皆さん、お疲れさまです。お集まりいただきましてありがとうございます。 

 まちづくり懇談会は、各地区に出向いて 1月 17日から始まりまして、静内地区

においては 7か所、三石地区においては 5か所、合計 12か所を 1か月かけて実施

させていただきました。 

 いろいろなご意見をいただいている中で、特に介護や病院の件につきまして、

三石地区の懇談会では各会場において熱のこもったご意見をいただいたところで

す。 

 本日は、私どものから 4 点説明をさせていただきまして、その後に皆さまから

活発なご議論、ご意見をいただきたいと思いますので、よろしくお願い申し上げ

ます。 

職員紹介 柴田企画課長 

資料説明 坂総務部長  

1.使用料・手数料の改定について 

藤沢健康生活部参事監 

2.介護サービス事業及び病院事業の経営改善に向けて 

渡辺健康生活部長 

3.出前講座のご案内 

酒井建設部長 

 4.三石西端から三石美野和間の町道 4 路線の道道昇格に向けた取り組み状況に

ついて 
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質 疑 

自治会員Ａ 

 

 

上田教育部長 

 

 

自治会員Ｂ 

 

 

 

 

藤沢健康生活部 

参事監 

 

 

 

 

 

 

自治会員Ｃ 

 

 

藤沢健康生活部 

参事監 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会員Ｃ 

 

 

 

 

 

 社会教育団体のサークル活動の使用料について、1時間当たり 100円上げるとい

うことか。冬季間はいつからいつまでか。 

 

 これまでの 1区分 500円は変わりません。冬季間は 11月から 4月までで 1区分

100円値上げになり、500円が 600円になります。 

 

 介護サービスについて、公的なところは赤字で民間に委託しても大変だという

ことですが、指定管理にする場合、以前の乗馬施設のように指定管理業者が運営

できなくなった場合に町が運営することになった経緯があるが、介護サービスも

民間や指定管理業者が運営できなくなったときはどうするのか。 

 

 特養等の指定管理については、条件として社会福祉法人を基準とする予定であ

り、ほとんどが介護を経験されている会社と考えています。基本的には短い期間

の間に撤退することは考えていません。民間では行政よりノウハウをかなり持っ

ていますので、運営が行政に戻るということはないと考えていますが、行政に戻

る場合についても、指定管理であるため町が運営することになるという条例は残

していくことで考えています。その場合には、入居者や利用者に不便がかからな

い仕組みで業者を選定させていただきたいと考えています。 

 

 介護事業の指定管理について、静寿園と蓬莱荘の合計で 3 億円以上の赤字が出

ている。赤字が出ている施設を運営していただける社会福祉法人があるのか。 

 

 まきばを入れると 4 億円を超える収支不足が続いています。我々も経営改善を

考えたときに直営で収支不足を解消することができれば良いと考えていました

が、行政の持っている分野だけでは収支不足を解消することが難しいですので、

民間の会社の方にいろいろ相談させていただきました。要因の大きいものは、一

番に人件費の高さ、給与水準が高いことと人数が若干多いことが指摘されていま

す。民間であれば人数を減らして解消できる部分もあると聞いています。また、

介護報酬の加算で取れる部分もまだ取れる部分もあると言われていますので、そ

のノウハウを民間の力を借りて解消したいと考えています。 

 ご心配されている指定管理を受けてくれる会社があるのかということですが、

何社かお話しを聞いていると条件もありますが受けていただけそうな会社もあり

ます。町と指定管理を受けていただける会社との協議する部分もありますので、

しっかりと仕様を決めてできるだけ収支不足を無くすように対応させていただき

ます。 

 

 現在働いている方は、辞めないでそのまま採用となるのか。昨今、人材不足と

言われており、一度離れた方は二度と戻ることはないと思う。新ひだか町から転

出したら帰ってくることはない。施設を手放し、人もいなくなり、新しい事業者

が来て人を探しても集まらないと思う。町も事業者と一緒に協力しながらやるの

か。 
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参事監 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会員Ｃ 

 

自治会員Ｄ 

 

 

 

 

 

 

藤沢健康生活部 

参事監 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会員Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 民間も人材不足を抱えています。指定管理にする場合は、現在在籍している職

員はそのまま残っていただきたいというお話はさせていただいておりますが、賃

金水準や条件があり残っていただけない方や地方公務員を目指して入った方もお

られますので、全員が現施設に残ることは難しいと考えています。我々としては、

入居者や利用者に不便がかからないように対応させていただきたいと思っていま

す。その中の一つとして、給料の現給保証を数年間実施することも検討していま

す。また、非正規の方で資格を持っている方が相当数おりますので、そういう方

に残っていただき、正職員になる道ができるのではないかと考えています。全職

員を対象に人事ヒアリングを行い、最終的に指定管理者が決まりましたら、再度

職員一人ひとりと面談をして対応したと考えていますし、職員数が不足する事態

になりましたら、町としても募集の手伝い等をさせていただきくことで考えてい

ます。 

 

 いずれお世話になる施設ですから無くしてほしくない。 

 

 民間は利益が出なければ指定管理を受けない。赤字を減らすには人数や給与を

減らさなければならないため採算が取れなくて撤退すると思う。それであれば、

町がこのまま余計なお金をかけないで、できるだけ赤字を出さない方法で運営し

た方がお世話になっている人も良いサービスが受けられるのではないかと思う。 

一度民間に渡して人材がいなくなると元に戻すことが難しい。民間に委託するこ

とについて私は賛成できません。 

 

 民間に委託することは決定事項ではありませんが、行政が運営することと民間

が運営することを比べると、行政で運営するとつぶれないということが一番の行

政の強みです。民間では、自分たちの事業運営を守るためにいろいろな工夫や対

応をしていただけるということがありますので、今のサービスよりも良くなるの

ではないかと思っています。数か所視察もしましたが、少ない人数で機動的に動

いている場面がありましたし、それに対して入所者が不便を感じているようなこ

とはありませんでした。行政が運営することに安心があるかもしれませんが、サ

ービスの向上や町財政の関係で赤字を減少させることを考えると民間の力を借り

ることが一番良いと考えています。また、民間委託になった場合についても、町

として会社の評価をしていかなければならないと考えております。 

 

 令和 12 年に人口が 12,000 人になると言われており、経営的には相当厳しくな

ってつぶれるかもしれない。日高の医療を考えたときに新ひだか町だけではなく、

浦河日赤や門別国保病院、新冠町国保病院も経営が苦しい。日高管内が一つにな

るかもしれない。そうなれば入院をやめることが必要です。入院を含めるからい

ろいろな経費がかかる。他の経費を詰めたうえで最後に人件費を詰めることが必

要だと思う。人件費率がどのくらいかわからないが、収入の 3 割を超すと相当厳

しい。検査機器も更新しなければならないが、単独ではなくオール日高で考えな

ければならないと思う。 
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自治会員Ｅ 

 

 

本庄副町長 

 

 

 

 

 

 人口も 16,000人になるということですので、医療も介護も両隣だけではなく日

高管内で機能分担をしていかなければ必要な医療施設や介護施設が残せない時代

がくるのではないかと思います。何等かの形で経営改善体制の見直しをしていか

なければならない時期に来ておりますので、皆さんのご意見をお聞きしながら対

応させていただきたいと考えております。 

 

 ここまできたら、財政の非常事態を宣言するつもりでいないといけないと思う。

これから役場は大きくならないで小さな役場にしてもらいたい。 

 

 町民は財政状況がわからない。町は要望事項も解決できないでいる。町長は生

命と財産を守る使命をもっておられながら、町立病院の実態は現代の時代にふさ

わしくない医療体制になっている。機械は時代遅れ、静内病院が道立から移管さ

れ、現在の財政状況を見ると町民から建設的な意見が出ると思う。なぜこのよう

な財政状況になったのか。 

 

 病院の財政状況は、新ひだか町全体の財政状況から来る状況です。平成 6 年に

道立病院から移管を受けたときから、道立病院自体の赤字が大きかったため道か

ら赤字補填を受けながら町立病院として稼働してきました。現実には、合併して 2

つの病院ができ、赤字の額と町民の生命を守る使命とは切り離せらせないもので

すから、お金が無いからやらなくて良いということと、お金が無くてもやらなけ

ればならないことがあります。三石地区の懇談会でお話しさせていただいたこと

は、現在財政状況が厳しいが合併のときから三石地区には医療機関が国保病院し

かない。すぐに行ける病院がないことはあり得ない。ご理解いただけなかったこ

とは、42床のベッド数がありますが、毎年入院患者が減ってきている現実がある。

静内病院も 50床ありますが満床になっていない。一元化して経費を削減すること

によって継続した入院病棟の運営を行っていきたいということを申し上げてきま

したが、有床診療所で良いから入院病床を残してほしいという意見が強かったた

め、今後の実行計画では皆さんのご意見も参考にさせていただく内容でご説明を

してきています。 

 病院や介護サービス事業は長い間赤字であり、過去には一般会計からの繰出金

で赤字を補填してきました。地方交付税は町の一般会計で受けるお金のうち病院

分がありますからその分はルールとして出します。それを入れても赤字が出ます。 

 

 町の財政状況はどういう姿ですか。それによって町民の意見がいろいろ変わる。

どの程度の累積赤字があって今の姿になっているのか誰も知らない。 

 

 端的に言いますと、下水道、病院、介護サービスの特別会計だけで赤字が 10億

円程度あります。これを一般会計からの繰出金で補填し続けるのは非常に難しく

なってきました。赤字を縮小していくことによって一般会計とのやり取りの中で

存続させたいのでご理解ください。 
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 納得がいかない。生命を守る使命が町長にはある。時代遅れの機械で生命を守

れますか。町民だって機械の良いところ、病院の良いところに流れる。今の姿は

目に余るところがある。 

 

 病院の機器が古いということですが、ＭＲＩは徳洲会と契約してお願いしてい

ます。それに代わるものとして、ＣＴも 64列の一番大きいものを導入しています。

外来を残すことは命を守ることの最低限の行政としての仕組み、あるいは、民間

の力を借りることを含めて実施していくと申し上げておりますでご理解くださ

い。 

 

 副町長が行政の使命として赤字であってもやらなければならないことはやると

いう言葉があった。その立場に立って、特に医療の問題というのはその立場に立

ち切らなければならない分野ではないかと常々考えている。説明の内容は理解で

きる。人口の急減で税収も少なくなり、患者も少ないし、国からの交付税も少な

い。やっていけるはずがないくらいだと思う。役場の方たちはどのようにやれば

良いか苦労されていると思うが、医療・介護は、国の方針が公立の病院などを統

廃合し充実させて行く方向ではない。いち早く新ひだか町は対策を練っていると

いう点では他より赤字が大きいからということかもしれないが、行政は国の過疎

地域における大変さの防波堤になるという役割もあると思う。新ひだか町の財政

でどこまでできるのか、ぎりぎりまで考えていただきたい。 

 新聞の記事や広報に状況が記載されたあと三石地区知り合いと話をしたら病床

が無くなることはとても困ると言っていた。赤字の対策としては妥当だと思うが、

町立に合併吸収すれば良いとなるかもしれませんが、お年寄りは 30分以上かけて

静内地区まで来なければならないことやその家族がお見舞いなどで来なければな

らないことは非常に大変だと思う。今の財政状況の中で何とかならないのか、皆

さんのプロ的な取り組みで対策を考えていただきたい。 

 

 医療・介護の重要度は十分認識しています。昨年 9 月に病床の再編問題が国か

ら一方的に発表されて、我々はこの町の実態に合わせた取り組みをすると町長か

ら申し上げています。 

 団塊の世代のピークを迎える 2025年問題を含めて、介護施設についてはこれか

ら 2025 年までは利用者数が増える見込みです。2025 年以降は人口減少とともに

徐々に高齢者も減少する推計になっていて将来に向けて考えなければなりませ

ん。特養は、民間委託を行っても民間の力を借りてコスト削減をして存続させよ

うとする方向性を示させていただいています。 

 病院の病床は、実際に利用者数が減ってきていているので統廃合できる現状に

あって、それに対して入院病床閉めさせていただいてはどうかと投げかけさせて

いただいています。病院のことは決定ではなく、三石地区の皆さんのご意見を聞

いてきましたので、今後斟酌してどのような実行計画にするのかを協議させてい

ただきたいと思います。 

 今後のことで一つだけ申し上げたいことは、民間参入ができるものと行政しか

できないものがあります。儲からないものは民間が手を出しようがないため、住
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民が必要とするものは行政が背負っていくことになります。あれば良い程度のよ

うなものは我慢していただく時期が出てきます。見方を変えて、もし三石国保病

院が無くて静内町立病院しか無かった場合に、新たに三石地区に病床を作る計画

を立てますかといった場合は、今からいらないのではないかという意見になると

思います。いろいろな角度から検討させていただいていることもご理解をいただ

きたいと思います。生かすところを生かすためには、どこかを切らなければお金

が出てこないということもご理解いただいてご意見を賜りたいと思います。 

 

 道道に昇格することのメリットと町道のままでいた場合の大変なことは何か。 

 

 町道は舗装が痛んでおり国道より悪い状況です。道道は最短距離ではないため

交通量が少ない状況です。町道は交通量が多く舗装を直すことができないため、

北海道に要望し道道に認定していただき、きちんと整備してほしいと昭和の時代

から要望しておりました。平成 17年に浦河町長と三石町長が連名で要望し、平成

22 年に北海道も利用状況を勘案しながら道道として受けることは可能と回答をい

ただきました。ただし、北海道から用地交渉などは道路敷地内の看板などについ

てきちんと整理してほしいという条件があり、測量を行い今年の春以降に一部で

も道道になるように進めています。 

 道道になった場合は、舗装を直していただきけるよう要望していきます。 

 

 新型コロナウイルスについて、町として何か対策は考えているのか。 

 

 先週、厚労省から保健所を通じて町や病院に通知が出されております。内容は、

各病院で対応できることは決まっていまして、病院の前に貼紙を掲示してほしい

ということです。武漢というキーワードに関係する患者で発熱がある人は申し出

ていただき、そのような方が来院された場合は、病院で受付せずに保健所に連絡

するよう通知がありました。武漢というキーワードが無くて保菌者が病院にきた

場合は通常どおり診察します。インフルエンザと同様に医療スタッフはＳＡＲＳ

のときに備蓄した防護服やメガネなどの在庫を用いて隔離した部屋で診察を行う

ことにしておりますが、万全といった状況に無いのが現状です。 

 

意見交換 

自治会員Ｈ 

 

坂総務部長 

 

自治会員Ｈ 

 

 

 

 

 

 

 町職員の給料について、給料はどのように決めているのか。 

 

 町には職員の給与条例があり、それにより支給しています。 

 

 全道 179市町村の中で新ひだか町の給料は全道で 21番目です。平均 44歳で 612

万円です。昨年末にある大手の雑誌に出ています。北海道職員は 45歳で 640万円

です。日高管内で 600 万円を超えている町は新ひだか町と日高町だけです。財政

の良い平取町でも年齢は 2 歳違うが 570 万円です。えりも町で 500 万円強です。

北海道と新ひだか町の給料の差がない。札幌市は 42歳で 609万円です。函館市は

599万円、旭川市は 602万円、小樽が 580万円、新ひだか町は札幌市より給料が高
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坂総務部長 

 

 

 

 

 

 

 

自治会員Ｈ 

い。財政破綻している夕張市は 520万円です。介護でも給料のことが出ていたが、

介護士の 46 歳で 340 万円です。ホームヘルパーの 49 歳で 290 万円です。福祉施

設の 42 歳で 308 万円です。看護師は 42 歳で 408 万円です。それから見たらもの

すごく高い。高いからだめだということではなく、それだけ働いてくださいとい

うことです。町長はわかっていますか。 

 

 昨年末に雑誌で道内市町村の給与のランキングが出ました。新ひだか町は給料

の本俸自体はあまり高くありません。手当が高いのです。いろいろな原因があり

ますが、大きく 3 点ありまして、一つは合併町であるため職員の年齢層が高いこ

と。それに伴い役職に係る手当が大きい。雑誌に出ていたものは平成 30年 4月の

実績でしたが、二つ目は合併町であるため静内地区から三石庁舎へ、三石地区か

ら静内庁舎へ通っている職員がいるため、他の町から比べて通勤手当が高いこと。

また、平成 30年 4月は町長、町議選挙がありまして、これに伴う選挙の当日投票、

期日前投票に係る職員が従事した時間外手当が加算されますので、選挙がない町

村よりも手当が大きくなります。 

 一方、給料の本俸については、ラスパイレス指数で、国の職員を 100 とした場

合の全道と管内の順番があります。平成 31年 4月においては 179市町村中 125番

目です。管内 7 町中 6 番目です。給料の本俸は高いとは認識しておりません。調

査された年度を切り取られると加算される手当もあったため、結果として高くな

りました。 

 

 高いからどうだと言っているわけではない。それだけ努力してほしいというこ

とです。 

 

 我々は公務員ですから、皆さんから税金をいただいての給料という部分もあり

ますので、当然いただいている給料分は働かなければならない使命があります。 

 

 財政が厳しいと言うが、サクラマスの研究をやっていると聞いたことがある。

廃校などを利用して事業をやりたいと思い建設課へ行ったが貸してもらえなかっ

た。旧鳧舞小学校が 2,000 万円でなければだめだと言われた。広報を見れば廃校

について掲載されている。貸してもらえればいろいろなことができるが貸さない

と言われた。 

 

 廃校舎については売却を進めていますが、そこに至っていないのは残念に思っ

ています。校舎の一部をずっと貸してほしいとなると他に申し込みがあった場合

に厳しくなります。当初は建物も含めて売却することを考えていましたが、全国

全道の市町村で廃校舎が売れない状況を見て、昨年建物は無料とし、土地は一定

の金額をいただくことで進めています。現在、旧静内第二中学校が 2 年後に売却

することを前提として貸し出していますが、そういうお話しは承りたいと思いま

す。 

 

 町長も変わって、学校でも空いているところをうまく利用して、町で運営する
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坂総務部長 

 

自治会員Ｉ 

 

 

 

坂総務部長 

ことなどは考えていないのか。 

 

 最終的にどこかの段階で空いているところをどうするかを決めなければならな

いと思っています。ただ、本決定までは行きませんが、年に数か所は現地を拝見

させてほしいという団体や会社があります。最終的に施設を持っていてもそこに

係る経費が必要になります。大きい施設であればそれに対する維持経費や、施設

があるだけで検査や委託もしなければいけません。ですからできれば購入して利

活用していただきたいと考えています。 

 

 公営住宅が結構空いているところがある。直して町民に貸すことは考えている

か。 

 

 公営住宅は、公営住宅マスタープランという計画があり、最終的に人口が減っ

ていく中で、町として住宅がいくつあれば良いか、住宅があっても入居する方が

いなければ必要がないため、政策的に空き家にしている住宅もあります。現状で

は、静内地区はかなり応募が多いですが、町全体で考えると空いている住宅もあ

るため、その住宅を先行して入居していただいています。 

 

 広報には公営住宅の募集は数か所しかない。三石地区はたくさんあるが、静内

地区は限られている。どうして空いているところを直して貸さないのか疑問に思

っている。 

 

 町営住宅は町全体で約 1,400 戸あります。現在入居している住宅は約 1,150 戸

です。残りは耐用年数を迎えており、入居するために床や壁、水回りの修繕など

数十万円から 100 万円単位の修繕費用がかかる住宅がたくさんあります。家賃は

法律上で決まっているため、数千円から 3 万円程度と少ない状況ですから、古い

住宅については入居者を募集していません。耐用年数が経過していますので、で

きれば 1 棟 2 戸であれば 2 戸とも空いた場合は撤去する方向で考えています。静

内地区の市街地では、柏台で建て替えを進めていますが、公営住宅マスタープラ

ンの年次計画により改修しながらある程度の戸数、1,000戸から 1,100戸程度にし

て進めていきたいと考えております。 

 

 大阪からの移住者でこちらに来ている。廃校の件ですが、固定資産税だけ課税

することで良いのではないか。建物は無料で良いのではないか。 

 

今はそのようにしております。 

 

 移住者の中でも話題になっているが、事業を実施したい方がたくさんいるので、

もっと早く実施できたら良いと思う。建物は減価償却しているため無料で良いの

ではないでしょうか。 

 

 従前までは建物と土地の価格として公募していたが、これだと売れないという
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ことになり、現在はそのようにさせていただいております。 

 

 職員の給料の件で交通費のことですが、車の燃料代なのか。 

 

 そうです。通勤手当は、町の条例でキロ数に応じて額が決まっており、それに

基づき支給しています。 

 

 通勤手当が高いのなら単価を下げれば良いのではないか。 

 

 通勤手当は実費弁償という性質の手当ですので、職場で勤務先を決めて辞令を

出すため、本人の負担で赤字になるような状況にすることは考えておりません。 

 

 町立病院の件で精算は現金で行っているが、キャッシュカードで払うことはで

きないのか。 

 

 現状ではキャッシュカードは不可能となっています。高額な機械が必要ですか

ら検討させていただきます。 

 

 金額は交渉しだいです。役人は業者の言いなりになる。何度でも交渉すれば折

れる。 

 

 役場は競争見積りを実施しておりますので、ご心配は要りません。 

 

 ＪＲの線路をやめてバス転換にすることが決まったが、ＪＲが責任を持って苫

小牧から様似までバスを運行することになっていないと聞いているが本当か。 

 バスになった場合、東別や絵笛や本桐の国道から離れたところにいてＪＲを利

用していた人たちは、どのように対応するのか。 

 

 ＪＲの廃線が決定したというお話でしたが、まだ決定はしておりません。昨年

11 月にバス転換にした場合にどのような状況を作れるだろうということで本格的

に検討することでＪＲとやり取りしています。話しの内容は、7町を横断するよう

な幹線のバス路線をどうするか、それに乗車するために国道以外のエリアの方た

ちの交通網をどうするのか、大きく二つに分けて考えていかなければならないと

思っています。 

 はじめに、ＪＲとやり取りしているのは、国道を走る幹線をどのようにするの

かということを協議しています。主に日高地域の方が使われる札幌市、苫小牧市

の病院、新千歳空港の大きな目的地となるところにいかに行きやすいバス路線を

作ることができるかということを協議しています。その関係を整理したうえで、

細かい枝の路線を考えていきたいと思っています。 

 2 月 18 日に公民館において、町はこのような考え方でＪＲと協議しますという

内容を皆さまにご説明したいと思っておりますので、お時間があればお越しいた

だきたいと思います。 
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柴田企画課長 

 

高齢により車を運転できなる人が増えている状況です。ＪＲは復旧は無理だと

言っているが、新幹線を新函館駅まで伸ばしたことにより年間 100 億円の赤字が

出ている。乗車率も 19％台に下がっており、空席があるため荷物を運ぶと報道さ

れている。こういう無駄なものはやめるべきだと思う。新しく小樽周りを検討し

ているが 8 割がトンネルです。費用対効果と言っているが絶対に黒字になること

はない。そういうものを無理して作らない方が良い。日高線もＪＲは大狩部付近

で多額な費用がかかると言われている。日高道も大狩部にできた 2 キロメートル

のトンネルに 110 億円もかかっていることが新聞に出ている。節婦では橋脚がか

かっている。国がお金をかけているが、高速道路を慌てて作らなくても国道が走

っている。日高線は通勤や通院の方がたくさん利用しているため生活の足として

なければならない。国に対して日高道を作る速度をゆるめて、そのお金をＪＲに

使ってもらうことも一つの方法だと思う。それをやれば、鉄道も回復して利用者

も今までどおり乗ることができると思う。そういう立場でＪＲの災害復旧を国に

してもらい、分割民営化は国が実施したのですから、国が責任を持って災害部分

を復旧することで国に要望してほしい。 

 

 ご承知のとおりＪＲが休止してから 5 年経過しています。最初の数年間は発言

があったように国による対策やＪＲによる対策を要望してきました。結果として、

そういう状況になっていないことを踏まえた中で、一方では人が乗っていない鉄

路よりもバス路線の方が良いのではないかという意見をお持ちの方もたくさんお

られます。鉄路を残すことについて具体的な解決策が見い出せない中で一刻も早

くこの問題を前に進めるためにバス転換にした場合の交通網を構築するために議

論を進めています。いろいろなご意見があるのはわかりますが、いつまでも鉄路

を残すことを何年も言い続けていることが果たして良いのかというと、我々はそ

う思っていませんのでご理解いただきまして、検討を進めておりますバス転換に

ご要望をいただきたいと思います。 

 

 バスの件で提案ですが、海岸沿いは災害で通れなくなると思う。静内浦河線と

国道の二本があれば良いのではないか。 

 

 そういうご意見もあろうと思います。現状ではバス運行が大きな赤字を生んで

おりますので、複数便を設けてもらうことで維持していけるのであろうかという

こともあり、国道以外は走らないということではございませんので、ご意見も踏

まえながら進めてまいりたいと思います。 

閉会挨拶 大野町長 

 介護と病院の件ですが、三石地区から病院を無くすことは考えていません。三

石地区の人口は 3,700人台ですが、医療機関としては三石国保病院のほか歯科が 2

件しかありません。三石地区から病院を無くすことは毛頭ありませんが、病院の

あり方としてもっと機能的にしなければ病院経営が成り立たないというのが現状

です。そのために高めのボールになるかもしれませんが三石国保病院の病床を無

くしてもっと機能的にしていきたい。建物もいつまでももつわけではありません
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ので、そういうことも合わせて検討していきたいと思います。 

 介護事業につきましては、ご心配されている委託しても経営が成り立たず町に

戻すということは我々も心配しています。少なくてもそういうことがないような

ところと条件を整えながらやっていくことが必要だと思っていますし、働く方に

ついては、民間で用意できる時代ではないので、現在働いている方をどうやって

円滑に移っていただけるのか、具体的に相手方が決まったときに職員の方々とや

り取りをすることが出てくると思います。そこが一番難しいところだと思ってい

ます。 

 いろいろなお話がございましたが、医療では一番最近で厳しいお話しを聞いた

のは、かぼちゃの生産で有名な和寒町です。和寒町は旭川から北へ 40キロメート

ルぐらいに位置していますが、町立病院がありまして病床数は一般病棟が 30床持

っていますが、医療スタッフが整わないことで休止状態が続いており、来年 4月 1

日をもって病床を無くすと聞いています。和寒町の唯一の病床だと思いますが、

旭川市から 40キロメートルのところに医療スタッフが揃えられないという現実が

あります。それを考えると我々の町はまだまだ恵まれています。民間の力を利用

しながら、民間の病院の方とも連携しながら訪問診療などいろいろなことを考え

ていくべきだと思っています。4月 1日から三石国保病院の病床を無くすというこ

とは一切考えておりませんので、これからも住民の方々といろいろとお話しをし

ながら住民の方と議論をしていくことで良いものができあがると思いますのでよ

ろしくお願いします。 

 また何なりとご意見を賜わればと思います。今後ともどうぞよろしくお願いし

ます。 

閉  会 17:38  終了 

 


